
うきは市筑後吉井（福岡県） 令和８年４月28日
うきは市作成

（１）保存地区の概要

地    区   名        うきは市筑後吉井

種          別        在郷町

面          積        約２０．７ヘクタール

選定年月日        平成８年１２月１０日

町屋や土蔵が連続する町並みと、豊かな緑に
                         包まれた屋敷や社寺建築、さらに吉井の経済基
特          徴        盤を支えてきた河川や水路などが一体となって
                         歴史的風致を形成しており、筑後地方の商業都
                         市として、特色ある歴史的景観を伝えている。

筑後吉井

（２）保存地区のあゆみ

平成３年           台風１７号、１９号で建造物に被害
平成４年           全国町並みゼミ大会開催
平成５年           町並み保存条例制定(単費にて４軒を修理)
平成６年           街なみ環境整備方針の承認
                       町並みをよくする会発足(１７４世帯)
                       吉井地区の伝統的建造物群保存対策調査を
                       スタート
平成７年           伝統的建造物群保存地区保存条例制定 
平成８年           伝統的建造物群保存地区保存計画の告示
                       重要伝統的建造物群保存地区の選定申出    
                       国の重要伝統的建造物群保存地区選定
平成15～26年   電線地中化工事
平成20年          全国伝統的建造物群保存地区協議会総会・
                       研修会を開催
平成29～31年 るり色ふるさと館整備
令和２年 筑後吉井グランドビジョン策定
令和５年 まちなみフォーラム福岡inうきは開催



うきは市筑後吉井（福岡県） 令和8年4月28 日
うきは市作成

（３）保存地区の保存と整備

<電線地中化前> <電線地中化後>

電線地中化事業

視認性が向上し、安全・景観が確保される。
また台風や火災などの影響を受けず、ライフラインの強化が図れる。

防火
水槽

防火水槽の設置

地下には100トンの耐水性防火水槽を設置し、
災害時に利用可能なトイレと発電機を併設した施設。

遊歩道整備（ウォーカブル）

休憩所・東屋整備

外路灯整備

案内板整備

その他の整備

建造物の修理・修景件数（令和７年度まで）
 
 修      理          122件  
        修      景          134件
        合      計          256件

   ※ 修理には、生活環境施設整備3件(居蔵の館、
         鏡田屋敷、商家)を含む。
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（４）保存地区の活用とまちづくり

筑後吉井のイベント

吉井町の白壁エリアは、江戸～大正時代の風情を残し、近年で
は、新しく個人でカフェや飲食店などを営む人が多く見られ、観
光客も増えてきています。

また、情報交換もできたり、習い事を始めたり、野菜のお裾分け
を頂いたりと地域とのつながりがたくさんある町です。
(筑後吉井伝建地区在住、自営業、移住者)

（５）住民等の取組 （住民の声）

吉井祇園祭り筑後吉井おひなさまめぐり

歴史的建造物の活用

【実施時期】 〇２月～３月・・・筑後吉井おひなさまめぐり
 〇７月 ・・・・・・・・吉井祇園祭

鏡田屋敷(市指定文化財)土蔵

（保存団体）

筑後吉井地区の各自治協議会を中心に、各種まちづくり活動や
保存活動を行っている。

夜遊び大作戦(おひなさまめぐり前夜祭)

町並み交流館商家
１階部分をレストラン、2階部分を展示スペースとして活用

歴史的建造物を宿泊施設やカフェ、BARなどへ改修し、
官民連携による古民家活用を図る。
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